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 今枝 亮太 

  この度、⼀般社団法⼈東海⻘年会議所2024年度強いまち創造委員会の委員⻑という⼤役を仰せ 
 つかり、その責任の重さを改めて痛感するとともに、挑戦の場を与えてくださった安藤康之理事 
 ⻑をはじめとするメンバーの皆様に、⼼より感謝を申し上げます。 
  近年、異常気象による集中豪⾬は⽇本各所に洪⽔や浸⽔被害をもたらしています。今後30年以 
 内に来るだろうと⾔われる南海トラフ巨⼤地震が発⽣してしまえば、⽇本の半分は被災すると⾔ 
 われ、我々の当たり前の⽇常が崩壊する可能性が⾮常に⾼くなることに対し、危機感を覚えてい 
 ます。 
  有事の事態が発⽣した場合、まずは⾃分のいのちを守ること、他⼈を思いやり協⼒しあい被害 
 を最⼩限に⾷い⽌めること、そして、当たり前の⽇常を取り戻していくことが必要であると考え 
 ます。その為には、我々⼀⼈ひとりが防災に対する知識を蓄え、意識を向上させ、体験を通して 
 防災を「他⼈事」ではなく「⾃分事」として捉えることが必要であると考えます。 
 それこそが⻘年会議所が掲げる「明るい豊かな社会の実現」、そして、まちのさらなる発展と強 
 いまちを創造する⼀助になると信じています。 
  本年度、強いまち創造委員会では、⾏政や各種団体と連携を⾏い、若年層とも⼒を合わせたま 
 ちづくりの事業を展開していきます。私たちが⾏う運動をより⼒強いものにする為には、これま 
 での枠にとらわれず、まちに新たな「活⼒」と「事業」を創造していく必要があり、⾏政や各種 
 団体をも巻き込むなど、より多くの仲間とともに楽しみながら防災意識を向上させる事業に全⼒ 
 で取り組んで参ります。 
  そして、このようなまちづくりの事業には、必ずLOMの皆様の協⼒が必要になるとともに会員 
 拡⼤が⽋かせません。会員の減少も叫ばれていますが、メンバー⼀⼈ひとりが精⼒的な運動を展 
 開し発信することで、多くの⽅に⻘年会議所の魅⼒を知ってもらい、⼀⼈でも多くの仲間を作れ 
 るように会員拡⼤にも注⼒して参ります。 
  結びとなりますが、蟹江廉⼠副理事⻑のご指導の下、⾦⼦隆副委員⻑をはじめとする委員会メ 
 ンバーには⼀⼈ひとりに役割を与えるとともに、主体的に働く意識を醸成し、雰囲気の良い委員 
 会運営を⾏い、メンバーもワクワク出来るような事業を⾏いながら、地域の⽅から認められる存 
 在を⽬指していきます。未熟者ではありますが、1年間誠⼼誠意を込めて活動して参りますので、 
 どうぞよろしくお願い申し上げます。 


